
【 呼吸器･アレルギー内科 外来診療担当 】 
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平素は地域連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

名古屋市立大学病院は、アレルギー疾患医療拠点病院として、平成 30 年 

10 月 1 日に愛知県から指定を受けました。内科をはじめ耳鼻いんこう科、小

児科、皮膚科、眼科などが連携して診療を行う集学的機能が評価されたもの 

と考えております。 

拠点病院の役割として、以下の５点が期待されています。 

① 重点及び難治性アレルギー疾患の正確な診断・治療・管理 

② 患者やその家族、地域住民に対する適切な情報の提供 

③ 医療従事者等に対する人材育成 

④ アレルギー疾患の実情を継続的に把握するための調査・分析 

⑤ 学校・児童福祉施設等におけるアレルギー疾患対応への助言・支援 

 

呼吸器・アレルギー内科では、もとより慢性咳嗽、喘息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、肺癌、呼吸器

感染症、びまん性肺疾患などの診断治療に力を入れてきました。慢性咳嗽外来*を標榜している全国でも

数少ない施設です。重症喘息及び慢性咳嗽に関しては、病態・フェノタイプ評価を耳鼻いんこう科・消化

器内科などとの連携により包括的に実施し、最新の治療（抗 IgE 療法、抗 IL-5 療法、気管支熱形成術な

ど）も積極的に行っています。特に気管支熱形成術は東海地区で最多、全国でも有数の実績を残していま

す。慢性咳嗽の治療においても新薬の臨床試験で全国の代表責任者に選出されています。 

調剤薬局薬剤師への吸入指導の研修等を実施していますが、今後はさらに対象を広げた研修会・講習会

も企画していく所存です。 

地域の医療機関の皆様とさらなる連携を目指して参りますので、今後ともご支援、ご協力のほど宜しく

お願い申し上げます。 

 

 

呼吸器･免疫アレルギー内科学 

教授 新実彰男 

 

＊診察のご予約は地域医療連携センターまでお申込みください。 

 

愛知県アレルギー疾患医療拠点病院の指定を受けて 



 

患者さんのご紹介等に関する医師へのご相談・ご
意見をお受けします。お気軽にお問合せください。 

 

地域医療連携センター 
℡ 052-858-7131（直通） 

renkei@med.nagoya-cu.ac.jp 

 

桜山地域連携勉強会 

『 声のかすれ、声がでにくい原因と治し方 』 

名古屋市立大学大学院医学研究科  耳鼻咽喉科・頭頸部外科 講師 讃岐徹治 
 

日 時：2019 年 3月 14日（木） 19：30～21:00 

場 所：名古屋市立大学病院 病棟・中央診療棟 4階 第一会議室 
 

【お申込み・お問い合わせ】 地域医療連携センター（℡052-858-7150） 
 

けいれん性発声障害は、声帯が自分の意識とは関係 

なく閉まってしまい、声を出そうとすると、絞り出す 

ような声になったり途中で声が途切れたりする難治性 

疾患です。治療法として、声帯が閉まらないようにの 

どの軟骨を切開し、「チタンブリッジ」で固定する手術 

方法(左図)が存在しましたが、医療機器としての国の 

承認が無かったため、実用化には至っていませんでし 

た。 

その状況に対し、耳鼻いんこう科の讃岐医師が代表を務めた研究

グループは、国などの支援を受けてこの「チタンブリッジ」の研

究・改良を行い、このたび医療機器としての承認を国から得ること

ができました(※)。 

今後、必要な手続きが進められ、近い将来、実際の医療現場で活用さ

れる予定ですが、けいれん性発声障害で悩む患者さんの生活の質が少

しでも改善されることが期待されます。 

※国からは「革新的な医療機器」として指定 

声帯 

軟骨 

耳鼻咽喉科･頭頚部外科 

講師 讃岐徹治 

革新的医療機器「チタンブリッジ」を実用化 

軟骨を切開しチタンブリッジで固定
することで、声帯が閉まり過ぎない

ようにします。 

のどを上から見た図 

チタンブリッジ 

 

平成 31 年 1 月 12 日（土）名古屋市立大学本部棟ホールにて 

研修会を開催しました。患者（利用者）が安心して療養できる 

環境を支えている在宅支援と病院が相互機能の理解や連携推進 

を図る研修になります。『アドバンス・ケア・プランニング 

（Advance Care Planning ：ACP）』という難しい内容でしたが、 

みずほ在宅支援クリニック家田先生の講義とカードを活用した 

グループワークでは、参加者の笑顔もある研修でした。 

ご参加の皆様からは、今後の「研修会企画・運営へのご提案」や 

「ご自身の取組みにつながる」等様々なご意見、ご教授を承りま 

した。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 

主催：名古屋市瑞穂区医師会、 

瑞穂区はち丸在宅支援センター、名古屋市立大学病院、瑞穂区地域包括ケア推進会議在宅医療・介護連携推進部 

第２回 病院と在宅の多職種連携研修会報告 


